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Conference overview 
 
Organizer     The Society of Agricultural Structures, Japan 
Co-organizer    College of Agro-Biological Resource Sciences, University of Tsukuba 
Date       February 24, 2018 (Sat.) 12:30～16:40 
Venue       Laboratory for advanced research B, University of Tsukuba 
Registration fee  JPY3,000  (for Member and Non-member) 

(Registration fee for presenter and participant are the same) 
Free    (for Student member and Student non-member) 

Presentation style  Language: Japanese or English 
Poster size: A0 in portrait orientation 

Awards Outstanding presentation award at the Spring Conference of the Society of 
Agricultural Structures, Japan 2018 will be given to the presenters for outstanding 
presentations. 
All poster presentations will be considered for the award. 
If non-member presenter is awarded, the awarder is requested to agree to join SASJ 
(FY2018 membership fee will be exempted). 

Member of Steering Committee 
Chair：   Koichi Mizutani（Univ. Tsukuba） 
Members： Tadashi Ebihara, Mito Kokawa, Takuma Genkawa, Naoto Wakatsuki 

(Univ. Tsukuba), Tomohiro Umetani (Umetani Inc.) Yoichiro Kojima, 
Yasumasa Ando (NARO), and Masatsugu Tamura (Utsunomiya Univ.) 

 

開催概要 
 
主  催  農業施設学会 
共  催  筑波大学 生命環境学群 生物資源学類 
開催日時  2018 年 2月 24 日（土） 12:30～16:40 
会  場  筑波大学 総合研究棟Ｂ 
参 加 費  正会員、非会員(一般)：  3,000 円 (発表の有無に関わらず同額) 

学生会員、非会員(学生)： 無料 
発表形式  使用言語 日本語または英語 

ポスター：A0サイズ（縦向き配置） 
表  彰 

 実行委員会で審査を行い、優秀な発表（複数件）に対し、「2018 年農業施設学会学生・
若手研究発表会 優秀賞」を贈呈します。 
 表彰は代表発表者に対し行います。 
 エントリーは不要で、研究発表すべてが表彰の対象となります。非会員も対象です。 
 非会員が受賞した場合には農業施設学会に入会していただきますが、受賞者は、会員・
非会員問わず、2018 年度の年会費を免除します。 

実行委員会 
実行委員長：水谷孝一（筑波大学） 
実行委員： 海老原格、粉川美踏、源川拓磨、若槻尚斗（筑波大学）、梅谷知弘（ウメタニ）、
小島陽一郎、安藤泰雅（農研機構）、田村匡嗣（宇都宮大学）  
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Conference program 
 

12:30～12:50  Plenary speech 

       Yutaka Kitamura (Univ. Tsukuba) President of SASJ 

 

13:00～15:00  Poster presentations 

       Core time of odd-numbered presentations  （13:00～14:00） 

Core time of even-numbered presentations （14:00～15:00） 

 

15:20～16:00  Keynote lecture 

       Genta Kanai (NARO) Young Researchers Committee of SASJ 

 

16:20～16:40  Awards and Closing 

       Koichi Mizutani (Univ. Tsukuba) Chair of Steering Committee 

 

 

 

 

研究発表会プログラム 
 
12:30～12:50  基調講演 

農業施設学会 会長 北村 豊（筑波大学） 

 

13:00～15:00  ポスター発表 

奇数番号のコアタイム（13:00～14:00） 

偶数番号のコアタイム（14:00～15:00） 

 

15:20～16:00  特別講演 

農業施設学会 若手研究者担当常任理事 

金井 源太（農研機構 東北農業研究センター） 

 

16:20～16:40  講評および表彰 

実行委員長 水谷 孝一（筑波大学） 
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Abstract of plenary speech 
基調講演要旨 

いつ何時，誰の挑戦でも受ける！農業施設学の研究 

北村 豊（農業施設学会長 筑波大学生命環境系） 

農業施設と聞けば，多くの方がカントリーエレベータのような米麦施設やガラス・ビニール製の植物温
室，あるいは牛が草を食む畜舎などを思い浮かべるかもしれない。もちろんそれらは代表的農業施設と言っ
てよいが，当学会の守備範囲は，その名称からイメージできないような幅広い分野，すなわち生物・食料生
産，資源・エネルギ利用，環境保全や食品安全などにも及んでいる。それこそがまさに本学会の魅力だ。実
際に学会HPや新農業施設（朝倉書店・1994 年初版）で，「農業施設は建物を伴う農業生産・流通の場であ
り，ここで言う場とは，単なる場所ではなく，各種の機械や設備が整えられて，生産・流通機能の整った空
間を意味する」との定義づけがなされている。「農業施設学は空間の科学である」との魅力的な解釈を与えた
先生もおられた。そのようなブロードな農業施設学の下，私どもの学会はまさに何でもありの研究を展開
し，農業や関連産業からのニーズに対して何時でも何処でも応じてきた。このようなユニークな学会は日本
のどこを探しても他に存在しない。当学会初の試みとなる若手の研究発表会で，そのことを皆さんから示し
てもらえれば，農業施設学発展の一つの礎となった筑波大学の教員としてうれしい限りである。今日の発表
会が学会の実像を世間にアピールすることを願いつつ，研究とエンターテイメントの意外なアナロジー（私
見）を紹介したい。 

 

Abstract of keynote lecture 
特別講演要旨 

農研機構での農業施設研究 -18 年間の経験から- 

金井源太（農研機構 東北農業研究センター） 

農研機構で農業施設に関連する研究に１８年にわたり従事してきましたので、その一部を紹介して、若手
研究者の参考になればと思います。 

（１）高水分小麦の収穫乾燥調整に関する研究 
小麦の国内生産では遭雨による品質劣化を避けるため高水分で収穫される場合も多いが，高水分小麦は膨
軟で収穫時の品質劣化を生じやすく，乾燥作業の遅れから品質劣化を招きます。そこで，収穫時の品質劣
化低減策および高水分小麦に対応した粒厚選別による水分選別乾燥技術の提案を行いました。 

（２）油糧作物の収穫乾燥調整に関する研究 
ナタネやヒマワリなどの油糧作物においては、国内における乾燥調整技術の蓄積が不十分であったため、
既存の米麦用乾燥調製装置を油糧作物乾燥へ汎用利用することを中心に技術開発を行いました。 

（３）ナタネ油を燃料とする発電機の研究 
低品質粒由来のナタネ油や劣化程度の低い廃食油について、ディーゼル発電機に簡易な改造を施し、燃料
利用を行い、実用上の問題点と対策などを明らかにしました。 

（４）トウモロコシの収穫乾燥調整に関する研究 
水田利用の促進および国産濃厚飼料の増産を目指し、水田輪作への子実用トウモロコシ生産の導入、特に
蓄積の少ない、収穫・乾燥に関する知見や技術開発に取組んでいます。  
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Abstracts of poster presentations ポスター発表要旨 
 

P-01 メモ欄    

発表課題名 
液状食品の品質評価に適した圧電粘度計の設計 

発表者 
○安立隆陽（筑波大院・シス情工），水谷孝一，若槻尚
斗，海老原格（筑波大・シス情系） 

要旨 
液状食品の品質を評価する指標の一つとして粘度が利
用されている．振動式粘度計では 10 mL 程度の少量の
試料を測定可能であるが針状や薄板状のプローブを使
用することから破損しやすい．そこで，針状や薄板状の
プローブを使わない振動式粘度計として，容器底面に
圧電振動子を埋め込み，圧電振動子の振動特性を解析
することで粘度を推定する新しい粘度計を提案してい
る．提案する粘度計の測定精度を検証するために，とろ
み調整剤を水と混合した試料を用意し，粘度の測定精
度を検証した．その結果，168-917 (mPa･s) の範囲で精
度よく測定することができた． 

 

P-03 メモ欄    

発表課題名 
外果皮を含めた温州ミカン加工の検討 

発表者 
○小野綾美（筑波大院・生命環境），北村豊，粉川美踏
（筑波大・生命環境系） 

要旨 
温州ミカンの外果皮には抗酸化作用や抗がん作用を持
つβ-クリプトキサンチンやクマリン化合物等の機能性
成分が果肉以上に多く含まれている。しかし、栽培・加
工段階において外果皮は残渣として廃棄され、その活
用例はあまり見当たらない。湿式石臼粉砕機及び減圧
噴霧乾燥機による加工は、熱ストレスの影響が少ない
ことから、熱感受性の高い成分を保持した外果皮の食
材化を可能にすると期待される。そこで本研究では、温
州ミカンを外果皮ごとスラリ化・粉末化し、その物理化
学特性や機能性成分への影響を明らかにすることで、
低利用資源の有効活用の可能性を探ることを目的とし
た。 

 

P-02 メモ欄    

発表課題名 
ホップ添加タイミングの違いが麦汁の香気および苦
味に与える影響 

発表者 
○田中都，齋藤高弘，田村匡嗣，井上大悟（宇都宮大・
農） 

要旨 
ビールの風味はホップの苦味と香りに由来する．ホッ
プは醸造工程中の煮沸，ワールプール，発酵，貯酒段階
で複数回添加され，その添加タイミングは醸造家の経
験則に依存する．そのため，現場では醸造家が想定した
ビールの風味と醸造後のビールの風味に相違が生じ易
く，問題視されている．そこで本研究では煮沸およびワ
ールプール工程におけるホップ添加タイミングの違い
が香気および苦味成分に与える影響を解明することを
目的とした．4.0g/L のホップを添加した麦汁を 150 分
間煮沸させ、ホップを煮沸開始後 60、90，140 分に添
加した．麦汁に付与された香気では，煮沸開始後 140 分
にホップを添加したものがホップ香の指標である
Linalool を最も多く含んだ． 

 

P-04 メモ欄    

発表課題名 
音響・映像信号処理を用いるコナジラミ類の位置推定
に関する検討 

発表者 
○有働隼人，中林大樹，西島也寸彦（筑波大院・シス
情工），水谷孝一，海老原格，若槻尚斗（筑波大・シス
情系），宇賀博之（埼玉県農技研セ），久保田健嗣（農
研機構・中央農研） 

要旨 
コナジラミ類は大きさ 1～2 (mm) 程度の農業害虫で， 
トマト黄化葉巻病をはじめとするウイルス性の植物病
を媒介することで知られている. コナジラミは他の個
体と， 音を用いたコミュニケーションを取ることが知
られているが， コナジラミ類の音響活動に関する詳し
い生態は， その大きさから未だ解明されていない. コ
ナジラミ類の生態に関する更なる知見を得るために
は， コナジラミの発する音と， コナジラミ類の行動の
両方をモニタリングし，その生態を定量的に評価する
ことが求められる．本研究では画像処理と音響信号処
理の両方から得られる位置情報を用いて，音を発して
いるコナジラミ個体の位置を同定するシステムを提案
し，その精度の検証を行った. 
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P-05 メモ欄    

発表課題名 
永久磁石を用いた畜産廃水からのテトラサイクリン
系抗生物質の磁気濃縮分離 

発表者 
○石堂一樹，井原一高，吉田弦，豊田淨彦（神戸大院・
農），酒井保藏（宇都宮大院・工），梅津一孝（帯畜大・
畜産） 

要旨 
畜産業において家畜の疾病治療・成長促進を目的とし
て抗生物質が使用されている。投与後，代謝分解されな
かった抗生物質は家畜糞尿に残留し，水環境から畜産
業由来と推定される抗生物質が検出されている。本研
究では，永久磁石を用いて畜産廃水からの抗生物質除
去のために磁気濃縮分離を検討した。電気化学磁気シ
ーディング法によって磁性を付与したテトラサイクリ
ン系抗生物質の分離を試みた。磁気フィルタとして直
径 2.38 mmの SUS440C 球を使用し，0.6 T の磁場を印
加した場合に，最も高い抗生物質の除去が得られた。
SUS440C 球は飽和磁化が高いことから磁場勾配が拡大
し，濃縮性能を向上させたと考えられる。 

 

P-07 メモ欄    

発表課題名 
タバココナジラミの発生音を利用したバイオタイプ
識別に関する基礎的検討 

発表者 
○中林大樹（筑波大院・シス情工），水谷孝一，海老原
格，若槻尚斗（筑波大・シス情系），宇賀博之（埼玉県
農技研セ），久保田健嗣（農研機構・中央農研），石井
雅久（農研機構・農工研） 

要旨 
農業害虫であるタバココナジラミは，バイオタイプ（遺
伝子型）に応じて，有効な化学農薬が異なる．従って，
タバココナジラミを効果的に防除するためには，バイ
オタイプの迅速な識別が必要である．本発表では，タバ
ココナジラミが，バイオタイプ毎に異なる発生音を有
している事実に着目し，発生音を利用した音響的なバ
イオタイプ識別手法を提案し，その性能を評価する．世
界各国に分布しているバイオタイプ B および Q2 につ
いて，その発生音データを取得するとともに，音響信号
処理に基づき，バイオタイプの識別を行った．その結
果，提案手法は，5分間の録音データがあれば，92％の
精度でバイオタイプの識別が可能であることが明らか
になった． 

 
 

P-06 メモ欄    

発表課題名 
米粉の特性が米粉と米ゲルのパンに与える影響 

発表者 
○宮永史香（筑波大・生物資源），粉川美踏，北村豊（筑
波大・生命環境系） 

要旨 
本研究では、粒状の高アミロース米に水を加えて炊飯・
糊化させた後、高速せん断攪拌によりゲル状にした米
ゲルを用い、米粉と合わせてグルテンフリーパンを作
製した。米粉の物理・化学特性が米粉と米ゲルのパンの
特性に与える影響を解明することを目的とし、原料米
(玄米、精白米、もち米)や製粉方法(気流式粉砕、胴搗式
粉砕)が異なる 7 種類の米粉を使用した。米粉のアミロ
ース含量、デンプン損傷度、粒度分布とパンの比容積、
硬さとの相関を調べた結果、デンプン損傷度と比容積、
d90 径と硬さに相関があることが分かった。デンプン
損傷度が低く、大きな粒が少ない米粉を使用すること
で、膨らみがよく柔らかいパンができると考えられる。 

 

P-08 メモ欄    

発表課題名 
蛍光指紋によるコーヒー未熟豆の選別 

発表者 
○高橋怜（筑波大院・生命環境），粉川美踏，北村豊（筑
波大・生命環境系） 

要旨 
市場に出回るコーヒー豆には、正常豆中に約２０％の
欠点豆（虫食い豆、カビ豆、発酵豆、未熟豆等）が混在
しているといわれている。中でも未熟豆は、渋みや苦
み、生臭さの原因となり、コーヒー飲料の品質低下を及
ぼす。本研究では、手選別やカラーソーターに代わる新
たな選別方法として、試料の蛍光特性を網羅的に計測
できる蛍光指紋技術を利用した。コーヒー豆には、クロ
ロゲン酸、カフェイン、カフェ酸、トリプトファン等の
蛍光物質が含まれており、これらの成分の含量の違い
が蛍光指紋のパターンに表れる。蛍光指紋データに対
して主成分分析や PLS 判別分析等の多変量解析を用い
ることにより、未熟豆と正常豆の非破壊的選別が可能
となった。 
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P-09 メモ欄    

発表課題名 
米ゲルと米粉によるグルテンフリーパンの開発及び
特性解明 

発表者 
○中野明日香（筑波大院・生命環境），粉川美踏，北村
豊（筑波大・生命環境系） 

要旨 
小麦由来のタンパク質であるグルテンは製パン時の膨
化機構の要となっている。グルテンを添加せずに米粉
パンを作製すると膨らみや食感が劣る。そこで、グルテ
ンの代替として「米ゲル」を用いた米由来のパンを作製
した。「米ゲル」とは、炊飯米を高速せん断撹拌したゲ
ル状食素材であり、パン生地に加えることによって適
度な粘弾性を付与できる。 
本研究では、米ゲルの物性と製パン時に添加する水分
量を変え、異なる条件の生地を作製した。各生地が発
酵・焼成での温度変化においてどのような物性を示す
のかを検討するために生地の動的粘弾性を測定した。
生地状態とパンの出来上がりの関係性を探り、最適な
製造条件を解明することを目標としている。 

 

P-11 メモ欄    

発表課題名 
in vitro 人工消化過程におけるカンキツ果皮粉末浸漬
液の抗酸化性変化 

発表者 
○蔡一鏑，小川幸春（千葉大院・園芸） 

要旨 
植物性食品の糖質消化性は，細胞壁など植物細胞の構
造と関係することが判明している．同様に，植物に含ま
れる抗酸化物質の消化性も細胞構造に関係することが
類推される．本研究では，カンキツ果皮のフラベド層を
切削，凍結乾燥，粉砕して得られた異なる粒度分布の粉
末を構造の異なる植物組織モデルとみなし，in vitro で
の人工消化過程における抗酸化性変化を測定した．そ
の結果，粉末粒子径の増加とともに消化中の浸漬溶媒
の抗酸化性は減少した．したがって消化中の抗酸化挙
動も植物組織の構造と関係することが明らかとなっ
た． 

 
 

P-10 メモ欄    

発表課題名 
pH 制御電気化学磁気シーディングによる畜産廃水か
らの抗生物質の磁気分離 

発表者 
○岩崎光一郎（神戸大・農），井原一高，吉田弦，豊田
淨彦（神戸大院・農），梅津一孝（帯畜大・畜産） 

要旨 
畜産業において，抗生物質は家畜の疾病治療および成
長促進を目的として使用されている。投与後の抗生物
質は畜産廃水を通じて水環境に拡散し，薬剤耐性菌の
出現の原因となり得ることから，抗生物質の除去技術
が必要である。そこで，除去技術として磁気分離に着目
した。抗生物質は非磁性のため，磁気分離前に磁性を付
与する必要がある。本研究では，電気化学凝集反応を用
いた磁気シーディング法を適用した。電気化学凝集は，
反応中において溶液 pHが上昇することから，抗生物質
除去率向上のために溶液 pHの制御を試みた。電気化学
磁気シーディングにおいて溶液 pHを制御したところ，
テトラサイクリン系抗生物質の除去率が大幅に改善さ
れた。 

 

P-12 メモ欄    

発表課題名 
豚インフルエンザに感染した豚群において観測され
た音響イベント 

発表者 
○味藤未冴来，川岸卓司，門井悠（筑波大院・シス情
工），水谷孝一，善甫啓一，若槻尚斗（筑波大・シス情
系），竹前喜洋，西藤岳彦（農研機構・動衛研） 

要旨 
豚の呼吸器感染症は，ひとたび感染が発覚すると，全頭
処分など，養豚農家に甚大な被害を与える。豚は呼吸器
感染症に感染すると，くしゃみ回数が増加することが
報告されている。しかしながら，くしゃみ音判別のため
には実験環境においてどのような音響イベントがある
か調査する必要がある。本稿では，(国研)農研機構 動物
衛生研究部門において，呼吸器感染症のひとつである
豚インフルエンザに感染した豚群の動画像を測定し，
その内容を解析した。その結果，くしゃみや鳴き声，金
属製の餌箱をゆする音，実験環境に張られたビニール
を剥がす音などが観測された。 
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P-13 メモ欄    

発表課題名 
動画像を用いた豚の飲水及び食餌行動のモニタリン
グに関する基礎的検討 

発表者 
○佐藤拓弥，味藤未冴来，川岸卓司（筑波大院・シス
情工），水谷孝一，善甫啓一，若槻尚斗（筑波大・シス
情系），竹前喜洋，西藤岳彦（農研機構・動衛研） 

要旨 
豚の呼吸器感染症は豚呼吸器複合病の要因の一つとさ
れ、症状指標として元気消失、食欲不振、発熱などが報
告されている。そこで、作業者による健康診断及び直接
的な行動観察が行われているが、連続的、継続的な観察
は容易ではないことから、動画像情報に基づく自動的
な健康管理が必要である。そこで、本稿では、画像処理
を用いて、動画像から豚の飲水及び食餌行動を検出す
るモニタリングシステムを構築した。(国研)農研機構動
物衛生研究部門において、豚インフルエンザの感染実
験を行い、本システムを用いたモニタリングを実施し
た結果、飲水及び食餌行動の検出に成功した。一方、頭
部と尻尾の誤判別など、改善すべき点も明らかになっ
た。 

 

P-15 メモ欄    

発表課題名 
自動セグメンテーションによる植物の葉面積、葉傾斜
角の推定 

発表者 
○板倉健太，細井文樹（東京大院・農） 

要旨 
施設園芸における生育モニタリング過程では、葉面積
や角度、草丈などの植物の形態情報を取得する必要が
あるが、それらの取得は多大な労力を要する。そこで近
年、3次元センサーや立体写真測量の技術を用いた植物
の計測が行われてきた。しかし、それらのデータから形
態情報を自動で取得することが必要だが、3次元画像上
で植物を構成する数十万点もの点群の自動認識・解析
は非常に困難とされてきた。そこで本研究では 3 次元
画像上の植物の葉を自動で分け、それぞれの葉の面積・
角度の自動予測を行った。その結果、植物の各葉を自動
で分離することができ、葉の重要な形態情報である葉
面積、葉傾斜角を高精度に予測することができた。 

 
 

P-14 メモ欄    

発表課題名 
コーヒー滓のペレット化に関する研究 

発表者 
○知名孝明（筑波大院・生命環境），北村豊，粉川美踏
（筑波大・生命環境系） 

要旨 
我々にとって、身近な嗜好品の一つにコーヒーがあげ
られる。コーヒー豆は石油に次ぐ世界第二位の貿易額
があり、日本でも年間45万トン以上が消費されている。
抽出後のコーヒー滓には特に利用法もなく、ほとんど
廃棄されているのが現状である。 
また、コーヒー豆由来の油脂分も含めて考えると、その
発熱量は 23.0MJ/kg 以上と、市販の木質ペレットの 1.2
倍から 1.4 倍ともいわれており、バイオマス燃料として
の利用価値は高いと考えられる。しかし、排出された形
態のままでは、燃料としての有効利用は望めない。 
そこで、コーヒー滓を原料とするペレットの作製方法
を考案し、その成型条件を模索することを目的とする。 

 

P-16 メモ欄    

発表課題名 
近赤外線の照射処理がカット野菜の保蔵性に及ぼす
影響 

発表者 
○小林航汰，滝口祥春，小川幸春（千葉大院・園芸） 

要旨 
少人数世帯や共働き世帯の増加といった家族構成，ラ
イフスタイルの変化から，より手軽なカット野菜の需
要が拡大している．カット野菜に対する消費者の購入
意識は，価格や安全性のみならず品質なども重視され
る．このため，高品質化に対する要求は継続的に高まる
と考えられる．最近，近赤外線の照射による収穫後野菜
の蒸散作用抑制効果が報告された．原理的に不明な点
が多いものの，近赤外線の照射処理による野菜の品質
保持効果は確認されている．カット野菜に対しても同
様の効果を見出すことができれば，品質を維持したま
ま保蔵性を高めることを期待できる．本研究では，近赤
外線の照射処理がカット野菜の品質に及ぼす影響につ
いて報告する． 
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P-17 メモ欄    

発表課題名 
製茶工程が茶葉の特性に及ぼす影響 

発表者 
○Qin Wei（千葉大院・園芸），山田龍太郎，荒木琢也
（農研機構・果茶研），小川幸春（千葉大院・園芸） 

要旨 
茶は日常的に飲用されている飲料の一つであるが，歴
史的には薬用として利用されてきた．実際，茶葉にはビ
タミン類，ミネラル，カテキン類，カフェインなど機能
性の栄養成分が多く含まれる．それら成分は，煎じた後
の飲料中にも溶出して健康機能に関わる様々な効能を
有する．日本茶（緑茶）の場合，乾燥茶葉を得るために
蒸熱，粗揉，揉捻，中揉，精揉，乾燥の６段階の製造工
程を経る．その間の処理条件によっては茶葉組織に損
傷を生じ，茶葉製品としての品質に影響を及ぼす．同時
に各種成分の溶出性にも関係する．本研究では，各製造
工程における茶葉原料の微細構造変化や健康機能性に
関わる成分の溶出程度などについて報告する． 

 

P-19 メモ欄    

発表課題名 
自励発振型気柱プローブを用いる食パンの含水率推
定 

発表者 
○重野健太（筑波大院・シス情工），水谷孝一，若槻尚
斗，海老原格（筑波大・シス情系），安藤泰雅（農研機
構・食研） 

要旨 
食パンにおける食感は，味や香りと同様，食品のおいし
さを決定づける重要な要素である．中でも食パンの食
感を代表する「しっとりさ」は，含水率に関係があるこ
とが知られている．一方，既存の含水率計測手法は，試
料の加熱乾燥が必要なため，商品自体の含水率のモニ
タリングには適さない．そこで，本研究では，食パンの
含水率に応じて音波の反射・透過特性が異なるという
仮説の下，自励発振型気柱プローブを用いて食パンの
含水率を非破壊に計測する手法を検討した．実験の結
果，食パンの含水率に応じて，気柱振動プローブの発振
周波数が小さくなることを明らかにし，気柱プローブ
を用いて食パンの含水率が非破壊に推定できる可能性
を見出した． 

 
 

P-18 メモ欄    

発表課題名 
コナジラミの音響交信を阻害する制震ダンパーに関
する基礎的検討 

発表者 
○西島也寸彦，水谷孝一，海老原格，若槻尚斗（筑波
大院・シス情工），宇賀博之（埼玉県農技研セ），久保
田健嗣（農研機構・中央農研），石井雅久（農研機構・
農工研） 

要旨 
コナジラミ類は，ウリ科やナス科の植物に対してウイ
ルスを媒介する，難防除害虫である．コナジラミ類によ
る被害を抑制するためには，園芸施設内に侵入したコ
ナジラミ類が交尾活動を通じて個体数を増殖させるこ
とを防ぐ必要がある．そして，コナジラミ類は，交尾前
に音を用いて活発に交信を行っていることが報告され
ている．そこで，本稿では，コナジラミ類の交信を阻害
する仕組みとして，コナジラミ類が寄生している植物
の葉に，葉の震動を積極的に抑制する制震ダンパーを
提案する．提案した制震ダンパーを利用したところ，コ
ナジラミ類の音響交信を効果的に抑制できることが明
らかになった． 

 

P-20 メモ欄    

発表課題名 
離乳豚舎におけるエアロゾル濃度と豚サペロウイル
スを含めた空気中微生物濃度の関係 

発表者 
○名出貴紀（農工大・連合），池口厚男（宇都宮大・農），
中久保亮（農研機構・畜産研），勝田賢，川嶌健司，宮
崎綾子（農研機構・動衛研） 

要旨 
家畜のウイルス感染症は感染動物や汚染媒介物を介し
て農場に侵入するほか、エアロゾルを介して空気伝播
する場合も指摘されている。ウイルスを含む微生物を
媒介し、かつリアルタイムな測定が可能であるエアロ
ゾル濃度を指標とした空気中ウイルスのリアルタイム
濃度推定法の開発を目指し、エアロゾル濃度とウイル
スを含む空気中微生物濃度の関係を調査した。粒径 5.0-
10.0μm のエアロゾル濃度と一般生菌濃度に最も強い
相関が見られた。一方、対象ウイルスとした豚サペロウ
イルス濃度とエアロゾル濃度には相関が見られなかっ
た。しかし、粒径 1.0-5.0μm のエアロゾル濃度が 106 
(個数/m3)以上の場合、豚サペロウイルスの検出率が高
かった。 
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P-21 メモ欄    

発表課題名 
ユーザー指向型建築物エネルギーモデル EnergyPlus
の園芸施設への活用に向けて 

発表者 
○土屋遼太，奥島里美，山口智治（農研機構・農工研） 

要旨 
園芸施設の熱環境予測は省エネ性と生産性の最適化の
ため重要である。これまで様々な熱環境予測モデルが
開発されてきたが，一般建築物向けに開発された汎用
的なモデルである EnergyPlus を園芸施設の消費エネル
ギー評価に利用した事例が報告されている。本モデル
は建築物のエネルギー消費と空調の最適化を目的と
し，高い操作性やユーザー間でのデータ共有を特徴と
する。しかし，園芸施設は本来このモデルが対象とする
一般建築物とは構造的に大きく異なり，予測の信頼性
については十分な検討が必要である。本研究では，単棟
無加温パイプハウスにおいて，温湿度や各熱収支項目
について EnergyPlus での予測値を観測値と比較し，本
モデルの信頼性評価を行った。 

 

P-23 メモ欄    

発表課題名 
体積指標に基づくコーヒー豆焙煎過程のモニタリン
グ 

発表者 
○佐野祐士，大高佑介（筑波大院・シス情工），水谷孝
一，若槻尚斗，海老原格（筑波大・シス情系），安藤泰
雅（農研機構・食研） 

要旨 
コーヒー豆の焙煎は熟練者が焙煎時間や火力などを調
整する方法が一般的である．この焙煎過程を自動化す
るためには，焙煎状態を定量的にモニタリングする手
法の確立が望まれている．そこで，本研究ではコーヒー
豆の体積を指標とする焙煎状態のモニタリングに挑戦
する．焙煎時のコーヒー豆の体積と焙煎の深さとの関
係を明らかにするため，コーヒー豆単粒を徐々に加熱
しながら，体積および焙煎度を表す明度 L の関係を計
測する実験を行った．その結果，明度 Lは焙煎時のコー
ヒー豆の体積と相関を有しており，コーヒー豆の焙煎
状態を豆の体積から計測できる可能性を見いだした． 

 
 

P-22 メモ欄    

発表課題名 
Rice milk fermentation for lactic acid production as 
paneer coagulant 

発表者 
○ Rasool Khan AMINI, Mito KOKAWA, Yutaka 
KITAMURA (Univ.Tsukuba) 

要旨 
In this study fermented rice milk was used as a 
coagulant for a special kind of soft cheese (Paneer). Rice 
milk was produced by MWM (Micro wet milling) 
system. Prepared rice milk was gelatinized and 
pasteurized followed by saccharification and 
fermentation process.  The fermented rice milk was 
used in different ratios at 10%， 20% and 30% for 
paneer coagulant. Dairy whole milk was heated to 
88°C and cooled to 85°C and then fermented rice 
milk was added as coagulant by different ratios. After 
coagulation， milk was rested for 10 minutes and the 
whey was drained with a muslin cloth. Paneer sample 
were cut in cubic shapes and were packaged in zip lock 
plastic bags and stored at refrigeration temperature for 
further analysis. The results showed fermented rice milk 
can be used successfully in Paneer making as 
coagulant. Key words: Fermented rice milk ， 
Saccharification， MWM， Paneer 

 

P-24 メモ欄    

発表課題名 
揚げ物調理中に発生する音の解析 

発表者 
○寺部瑠維（筑波大院・シス情工），水谷孝一，若槻尚
斗，海老原格（筑波大・シス情系），安藤泰雅（農研機
構・食研） 

要旨 
高温の油の中で食材を加熱する揚げ物調理では，色，音
などの状態を観察しながら最適なタイミングで調理を
完了する必要がある．しかし，このタイミングの判断は
人間の経験などに基づくものであり，定量的な指標が
存在しているとは言いがたい．そこで，本研究では，揚
げ物調理中に発生する音に着目し，音響的指標を用い
て最適な調理完了タイミングを決定することを試み
る．そこで，ジャガイモを試料とした揚げ物調理（加熱
温度：140-180℃）を繰り返し行い，調理中に発生する
音を収録し，解析を行った．その結果，調理中に発生す
る音は，調理時間・加熱温度に関わらず，周波数がヒト
の可聴域上限付近（15 - 25 kHz）に分布していることを
明らかにした． 
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P-25 メモ欄    

発表課題名 
交信音と行動を同時に収録するコナジラミモニタリ
ングシステムの構築 

発表者 
○宮本隆典，西島也寸彦，中林大樹（筑波大院・シス
情工），水谷孝一，海老原格，若槻尚斗（筑波大・シス
情系），宇賀博之（埼玉県農技研セ），久保田健嗣（農
研機構・中央農研） 

要旨 
コナジラミ類は，幅広い種類の作物に対してウイルス
を媒介する，世界的な重要害虫である．これまでにコナ
ジラミ類が，音を用いて交信を行っていることが報告
されているが，その交信音と行動の関係は十分に解明
されたとは言いがたい．そこで，コナジラミ類をモニタ
リングする手段として，高感度マイクロホンとビデオ
カメラを用いて，コナジラミ類の発生音と行動を同時
に収録するシステムを構築し，その有効性を実験によ
り検証した．その結果，四種類の音響信号が収録され，
ビデオカメラ情報との比較により，そのうちの一つは
コナジラミ類の飛翔音であることが明らかとなった． 

 

 
 

※ 本講演要旨集を，別の文献において引用する際
は，以下のように引用して下さい． 

 
[1] 宮本隆典，西島也寸彦，中林大樹，水谷孝一，海

老原格，若槻尚斗，宇賀博之，久保田健嗣，“交
信音と行動を同時に収録するコナジラミモニタ
リングシステムの構築，” 農業施設学会 2018 年
学生・若手研究発表会講演要旨集, P-25, p.12 (24 
February, 2018). 

[2] Ryusuke Miyamoto, Yasuhiko Nishijima, Hiroki 
Nakabayashi, Koichi Mizutani, Tadashi Ebihara, 
Naoto Wakatsuki, Hiroyuki Uga and Kenji 
Kubota, “Simultaneous Video and Sound 
Acquisition System for Detecting and 
Monitoring Greenhouse Whiteflies,” Abstract 
Book of the Spring Conference of the Society of 
Agricultural Structures, Japan 2018, P-25, p,12 
(24 February, 2018), (in Japanese). 
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